
「憩う」「感じる」「育てる」
緑のネットワークづくり
ー愛知県岩倉市五条川流域ー

対象と方法

　岩倉市は、愛知県の北西部に位置する人口約 4 万 8 千人の県内で最も面積の小さい市である。
岩倉市には北から南にかけて五条川が流れ両岸の桜並木は日本の桜名所100選に選ばれている。
市の基本目標には、「自然と調和した安全でうるおいのあるまち」が掲げられ、水と緑の活用方
針としても、「市内各所に点在している緑をネットワーク化し、エコロジカルで快適な生活環境
の形成に努める」としている。しかし市が行った市民アンケート調査では五条川や公園、緑地
の保全を望む声が見受けられ、既存公園の更新や身近な公園の増設への取り組みも重要視され
ている。また岩倉市を 「緑豊かだと思わない」や「緑豊かかどうかわからない」 と感じる市民は
半数以上を占めている。
　この結果から、岩倉市には五条川という誇れる自然環境がありながらも一方で市民が自然と
触れ合える場は少なく、改善を望んでいることがわかった。
　そこでこの設計では、水と緑の活用方針に従い、少しでも市の基本目標に近づけられるよう
に五条川流域に現存する公園や広場、緑地を活用して自然を生かした緑のネッ トワークづくり
を行うこととする。

背景と目的

五条川を中心とする流域全体
1. 北 2.2 キロの五条川沿いの緑化計画
2. 五条川周辺の住宅街の植栽
3. 五条川周辺の広場の緑化、改善
4. これらを含む五条川流域および広域のサイクリングコースの設定
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広域マップ

サイクリングコース現状とテーマ分類
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石仏駅ー八剱社ー五条川ー八剱神社ー八剱憩いの広場ー五条川ー神明太一社ー岩倉駅
岩倉駅ー新溝神社ー名前の無い広場ー宝泉寺ー神明社ー岩倉駅
石仏駅ー八剱社ー神野ふれあい広場ー神明ふれあい広場ー岩倉駅
石仏駅ー石仏スポーツ広場ー長瀬公園ーさかき運動場
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五条川流域の緑化計画



N

緑化提案図　1:1500

N

緑化現状図　1:3600



名前の無い広場　平面図　1:300

憩う

感じる

ブックカフェ　平面図　1:100

名前の無い広場　南立面図　1:300

個人で好きなことをして楽しむ空間づくりをねらいとする。
ブックカフェ、ステージ、 花畑、ハンモックなどを設け、それらを一本道で繋いだ。
真ん中の空間ではピクニックができる。
ブックカフェは本を開いたような形のバタフライ構造の屋根とした。
借りた本は広場の敷地内ならばどこでも読むことができ、お気に入りの場所を見つけてもらう。
来た人が自分に合う使用方法で憩うことができる広場となっている。

安全に自然を観察できることをねらいとする。
広場の淵にある樹木を繋ぐようにスロ ープで広場全体を大きく囲み、
スロープの下部スペースには休憩所やトイレを設けた。
スロープを登ることで木を様々な高さから観察できる。
真ん中の開いたスペースでは子どもたちがのびのびとボール遊びなどができるようにした。

八剱憩いの広場

名前の無い広場 ブックカフェ　南立面図　1:100
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八剱憩いの広場　平面図　1:500

八剱憩いの広場　東立面図　1:400



❽ 市之久田中央公園

広場に畑やプランターを作って貸し出す。畑は個人用と共同用の 2種類を設け、
個人用は契約者のみが育て収穫でき、共同用はみんなが育て収穫できる。

育てる

集う

神明ふれあい広場　平面図　1:300

神野ふれあい広場　平面図　1:200

お祭り広場　平面図　1:300

神野ふれあい広場　北立面図　1:200

神明ふれあい広場　西立面図　1:300

お祭り広場　南立面図　1:300

桜祭りの季節だけでなく、一年を通して様々なイベントを開催し、多くの人が集まる場所にする。
お店はテイクアウト専門で、野外で自然を感じながら食事をしたり、
様々な人と交流したりして市民のコミュニティを広げることをねらいとする。
現存するステージは 暖かみのある木材でドーム状に変更し、
古本市やフリーマーケット、グリーンコンテスト等のイベントの場とする。 
また、空きスペースを様々なイベントに対応できるようにした。

神野ふれあい広場、神明ふれあい広場

お祭り広場
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共同用で育てた花の一部は八剣憩いの広場の花畑に移植する。
植物を育てる機会を設けることで緑を身近なものに感じてもらい、家庭の緑を
増やすきっかけになるようにする。


